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春日市議会 総務文教委員会 

行政視察 

 

期 日：平成２６年１１月１３日～１４日（１泊２日） 

視察先：佐賀県伊万里市「図書館事業について」 

          長崎県佐世保市「徳育の推進について」 

視察行程：別紙参照 

 

１．佐賀県伊万里市「図書館事業について」 

 現在の伊万里市市民図書館は平成

７年７月７日に開館している。述床

面積４，３７４㎡は地方都市の図書 

館としては非常に大規模なものと言

える。特徴的なのは、この新図書館

建設の際市内の多くの図書館に関わ

る方々の意見を設計の中に取り入れ

ている点である。これを機会に、そ

れまで「市立図書館」であったもの

を「市民図書館」と名称の変更まで

行っている。実は伊万里市の図書館が日本の中でもとくに有名な点が、正にこ

の市民を巻き込んでの図書館運営の在り様である。年会費を支払ってまでも図

書館の為に働こうとされる「伊万里図書館フレンズ」が現在４００名以上存在

し、これらの方々が図書館の賑わい創出の為に年に数度「ぜんざいをふるまう」

であるとか「古本を売る」と言った行事を企画し、その収益を図書館運営に役

立ててもらうと言う活動まで行っておられる。市に関わる団体の場合、全国的

にその多くは市から補助金等と言った形で運営に関してのサポートを受け、そ

れを原資にして活動を行う事が極めて多いと言うよりも通常であるが、この伊

万里市の図書館フレンズについては補助を受けるどころか、図書館に補助を行

う団体として成立している。この点は特筆すべき点である。こういった数多く

のサポートを受けながら市から年間１８００万円程度の予算※１を受け図書館の

運営を行っている。 

 図書館の事業として現在力を入れているのは「家読（うちどく）」運動である

と言う。子ども達に少しの時間でも読書に親しんでもらいたいとの思いから、

現在では各家庭にも協力をして貰って「１日に数分でもいいのでテレビを消し
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て本について語り合う時間」を設けて

貰う運動を推進している。 

 加えてこれも大変な注目を集めて

いるのがレファレンスデスクの拡大

活用である。「市民の方のための調べ

ものデスク」として、今後の図書館に

最も求められる機能を充実させるた

めに、ここに力を入れ、実際にこのデ

スクを活用した市民の方の起業例等

もいくつも挙げられていた。この評判

が評判を呼びレファレンスデスクは現在市民にとって大変貴重な存在になって

いると言う。 

 伊万里市の図書館内部を見学させて頂いて何よりも感じるのは、その館内の

圧倒的な解放感である。当然、冒頭にも言ったように豊富な土地がある故では

あろうが延床面積としての絶対的な広さはある。しかしそれ以上に、館内での

一定スペースでの飲食等を開放していたりする姿は普段厳格な図書館運営を見

慣れている物からすれば斬新である。また、館内の至る所で将棋やチェス、囲

碁に興じる方々がいる姿も目を引く。「図書館＝本を読むところ」ではなく「図

書館＝人が集う場所」と言うコンセプトが至る所に散在している。とは言え、

では読書空間としての機能が低いかと言えば一見してそうではない。数多くの

企画コーナーにおいては図書館の職員さん達による様々なポップを多用した本

の陳列が幾つも見られた。そのテーマや種類も豊富であり図書館の初心者であ

っても充分にひきつけられる工夫が施してある。図書館の職員にしてみれば非

常に大きな作業量ではあろうが、しっ

かりと市民に「本に親しんでもらう」

為の努力は欠かさずにしてある。また

カンファレンスコーナーについても伊

万里市独特の工夫がみられる。通常こ

ういったコーナーは貸本カウンターの

近辺に設けられることが多い。これは

即ち図書館員の動線の問題でもあるの

だが、伊万里市ではこれを貸本のカウ

ンターとは極めて遠い場所に設置して

あった。これはそのカウンター近くに設置をすれば、カンファレンスの職員が

つい貸本事業に係る事を防ぐためだと言う。徹底的に専門性を持たせることで

コーナーの特殊性を増し、市民の中でも専門的な知識欲に応じられる努力をさ
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れている点は大いに見習うべきであろう。実際にこのコーナーで調べ物をされ

た方が特許を取得されると言う事案も過去にあっており、その評判がさらに信

用性を高めている。館内の広さと言うハードの面について補足すれば、館内に

幼児用のトイレを設置する等と言った配慮が随所に見られる点も他には無い点

である。伊万里の郷土史のコーナーと言った極めて固い分類からヤングアダル

トコーナーの充実も非常にバランスが良い。加えて言うのであれば図書自体が

非常に丁寧に扱われている印象も受けた。図書館サポーターの育成から様々な

イベントの運営の相乗効果。加えて、職員自体が本と何よりも図書館に愛着を

感じている様が手に取るように伝わる、そんな空間であった。学ぶべきものが

非常に多い、大変貴重な施設を拝見させて頂けた。 

 

 ※１・・・伊万里市の職員曰くこの金額は下限一杯であると言う。図書館の予算としては 

（人口×０．５×２５００円）が適正な数字であるらしい。その意味で言えば、春日市の図

書用の予算は若干低めと言う事になる。 

 

 

 

 

開放的な図書館長室 充実したカンファレンスコーナー 

常備されたチェス盤 

読み聞かせコーナーのプラネタリウム 
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２．長崎県佐世保市「徳育の推進について」 

 佐世保市では徳育の推進にあたり、

市民に対して「社会全体で徳育の推進

に取り組む事で、一人ひとりが豊かな

心を持ち、互いに絆を深めあい、明る

くなるまちになることを願い、平成２

４年４月１日に開催された佐世保市

制１１０周年記念式典に於いて「徳育

推進のまちづくり宣言」を行いました。

徳育を推進していくためには、子ども

から大人まで全ての市民の皆様が、自

らの問題として認識していただき、また行動して行く事が重要だと考えられま

す。そこで、推進の第一歩として、家庭、学校、地域、職場などで、いつでも

どこでも、誰でもできる目標を設定し、実践していこうと言う「一徳運動」へ

の取り組みを是非ともお願いします。市民の皆様に於かれましては、この宣言

の趣旨を御理解頂きまして、是非とも身近なところから、取り組んでいただき

ますよう心からお願い申し上げます。」と訴えかけ「徳育推進のまちづくり宣言」

を行っている。 

 佐世保市においては「徳育」とは、「道徳心のある情操豊かな人間性を養うた

めの教育」であり「社会や共同体において、秩序を保つために自然なこころあ

る行動を促す教育」であるとしている。これで育まれるのが道徳心、即ち「道

徳を守り、行為しようとする心の働き、善悪聖邪を判断して、善や正に従って

行為しようとする心」だと位置付けている。その上で「徳育」とは「規範意識、

生命の尊重、他社への思いやりを培うと共に法やルールを遵守し、適切に行動

できる人間を育成する事」を目的としている。 

 この考え方の上に立ち、市内の社会教育、学校、地域、企業の関係団体に所

属されている方々を中心に「佐世保市徳育推進会議」を設立し、具体的に様々

な活動を行っている。その中で「一徳運動」※２を大きな柱として位置づけ各地

でその取り組みを行っている。各地域で様々なスローガンを掲げ現在具体的な

運動を始めたところであるようだ。この際、非常に目につくのは企業の活動へ

の参加である。こういった活動を行う際に、市からの補助が行われる団体まで

を巻き込む話は往々にして見られるが、個別の企業がその運動に参加する事は

非常に珍しい。その意味においては正に掛け声だけではなく草の根レベルの活

動になっている点は高く評価すべきであろう。 
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 しかし、大変厳しい見方をすれば、この極めて曖昧な概念であるところの「徳

育」の推進と言う部分において運動自体に若干具体性が欠ける印象は拭えない。

多様化する価値観や、個人の権利のみが優先される膨らみ過ぎた個人主義社会

は「徳」等と言う言葉とある意味対極にあるのかも知れない。その意味におい

てこれを推進するにしても概念的なフレーズや運動しか展開できないと言う縛

りが現実的にあるのではないだろうか。具体的な運動のキャッチフレーズを見

てもその殆どが徳育推進と言うより

も「挨拶運動」※３であるように思われ

る点は逆を言えば、その程度しか仕様

が無い現実を映し出していると言え

なくもない。またその意味で言っても、

こういった活動は成果が目で見える

ように如実に表れるものでもない。

「挨拶が出来るようになった＝徳が

付いた」とは決してならないであろう。

人間の内面的な部分、それも外部環境によってその価値観が随分と左右される

話である以上これは致し方のない事である。であるが故にこの手の活動は掛け

声倒れになる事が往々にしてある感は否めないが、その点佐世保市では現状に

おいて手探りではあっても、その活動の裾野を広げている点は充分に評価でき

る。「当たり前のことを当たり前にして行く事」であったり、それを行う大人を

見てそれが当たり前の事だと思う事がこういった活動の終着点であるのならば、

成果が出るのは随分と先の話になろう。現状においては答の見えない、その意

味では歯がゆい運動ではあろうが、それ以上にモラルハザードが全社会的に進

行していくのが現代社会の実情であるのならば、この手の、正に「砂漠に水を

やる」様な行動こそが実は何よりもその意識改革の第一歩と言う意味でも必要

であるのかも知れない。大変ユニークで、しかし重要な取り組みを拝見させて

頂いた。心から感謝申し上げる。 

 

※２・・・これを実践するためのポイントとして「校訓や職場の経営方針にちなんだ具体的で解り易い

一徳とすること」「実態に応じた一徳とする事」「日常生活でできる一徳とする事」「地域では幼

児から高齢者まで実践可能な一徳とする事」「お金のかからない一徳とすること」としている。 

※３・・・学校やＰＴＡが掲げるスローガンの殆どが「元気におはよう運動」であったりする感は否め

ない。しかし中には清掃活動の充実や食育の推進、また親の職場見学と言った違った観点から

徳育にアプローチしている事例も見られる。 

 

 



6 

 

【総括として】 

 

 以前から公立図書館の運営に関心のある私にすれば、今回の伊万里市の図書

館視察は非常に有難いものであった。現在の様に公立図書館の本来持つべき存

在価値やその為に工夫されるべき様々な運営手法が容認される随分以前の、そ

れこそ２０年前からこの手の図書館運営を目指された先見性には心から頭の下

がる思いである。運営面のストは勿論であるが、よくぞ２０年前にこれほどの

思い切った設計が出来たものである。子どものための読み聞かせのコーナーの

天井にプラネタリウムを模した設備が完備してある。公立の図書館にしては極

めて斬新な設計であろう。現在の図書館事情を考えれば唯々羨ましく、のどか

ら手が出る程に欲しい設備であると思われる。ただ、間違いなく今でもそうだ

しその当時であれば尚更、これを設計の段階で例えば議会に示された際に対応

はどうであろうか。我ながらたいへん情けない話であるが「無駄な設備」であ

るとして私でも反対しそうな気がする。加えて言うのであれば「静かに本を読

む場所」であるとの教育しか受けてきていない私たちにすれば、その空間内で

イベントを行い、飲食をさせる等と言う行為に反発をしてしまうであろう。あ

る意味そういった固定概念からの脱却こそが今後の図書館に求められる姿であ

るのかも知れない。伊万里市の「図書館サポーター」は間違いなく日本におい

て先進的でかつ優良な姿であって、これを見よう見まねですぐに実践できるも

のでもない。しかし、先日わが市で開催された「夜の図書館」事業において、

これに参加してくださったサポーターの皆さんの図書館に対する熱い思いや行

動力を思えば、もう一つ踏み込んだ仕掛けさえあれば当市でもあれ以上とは言

わないまでも肩を並べ得る応援団が出来るのではないだろうか。ある意味、本

来の図書館の仕事ではない事に図書館が踏み込んだ際に初めて、今後何よりも

市民に求められる図書館像が完成に

近づいていくのかも知れない。建物の

ハードな部分においては如何ともし

難い部分があるのは事実だ。しかし、

図書館を取り巻く市民の「本」や「読

書」に対する情熱では何も負けてはい

ない。間違いなく完成された、理想の

様な図書館運営の姿であり、未来の図

書館の姿でもあった。「負けてはいら

れない」そんな思いを強くさせて頂い

た。 

 佐世保市の徳育を考える際に、どうしても数年前に置きた少年の痛ましい事
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件が頭をよぎる。そしてそういった取り組みを行っている最中の今年にもまた、

正に悲惨としか言いようのないむごたらしい事件も起きている。こういった取

り組みの先頭に立ってこられた方々の心中を思えば忸怩たる思いであろう。た

だ、であるからと言って決してこういった取り組みが全く無駄であったとか効

果が無いと言う結論を求めようとするのは早計に過ぎるし、むしろそう言った

安直な思想こそ道徳教育から最も遠い理念であるのかも知れない。いつの時代

であってもはみ出し者はいて犯罪は常に起きている。これを社会の所為にすべ

きではない。あくまでもこれは個別の案件である。しかし一方で社会が行き過

ぎた個人主義や現実主義の進行で無味乾燥した心寂しい時代へ移行している事

もある程度事実である。経済と言うある意味数字で割り切れる価値観が人間生

活において大部分を占める事も致し方ない。であるからこそ、先程の文章の中

では若干否定的に論じたが、たかが「挨拶運動」の様な、それこそ当たり前の

事を今一度重要な事であると認識して、草の根からの活動を根気強く続けて行

く事はむしろ必要なのかもしれない。逆に言えば、そういった当たり前のこと

が当たり前ではない時代に突入してきているのかも知れない。その意味では、

この活動こそ現代社会に対する大いなる警鐘として認識する必要があるのでは

ないだろうか。理念的であるが故に、其々目指すべき終着点も違うかもしれな

い。ゴールの無い事業ほど行政が行う事が難しい事も無い。それこそ数値で評

価されることが無いのであるから。しかし、その意識が定着すればやはりどこ

かそれまでとは違った社会の実現が待っているのかも知れない。これはそう信

じて進んで行って頂きたいと願うのみである。大変お忙しい中御教授を下さっ

た両市の関係者の皆様に心から感謝を申し上げる。 
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